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凛風会 凛風会凛風会凛風会

議長 橋本　恒典
副議長 戎脇　　浩

　情報発信と市民との対話、市民参
加により、市民に信頼され存在感の
ある議会を目指します。今年の一字
を「健」とし、市民の「健康」と子ども
たちの「健やかな」育ちをめざし、市
民福祉の向上と市の発展に努めま
す。

　議会を代表する立場の一人とし
て、いかに市民の皆様のお役に立つ
か、その一点につきます。また議会
運営の要として、「副」が議長を補佐
することの大切さを忘れず、より市
民の皆様に近い議会になるための努
力を重ねて参ります。

予
算
決
算
常
任
副
委
員
長

厚
生
文
教
常
任
委
員

広
報
特
別
委
員

岡
田
　重
美

　
平
和
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員

広
報
特
別
委
員

堀
　
　郁
子

　
市
民
の
声
を
聴
き
市
政
に
活
か

せ
る
よ
う
に
、
誠
実
に
地
道
に
頑

張
り
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員

広
報
特
別
委
員

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
員

糸
目
　仁
樹

　
信
ず
る
と
こ
ろ
に
道
は
通
ず

る
。
皆
様
の
光
明
を
信
じ
ぶ
れ
ず

に
使
命
を
果
た
し
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
副
委
員
長

議
会
運
営
委
員

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
員

小
西
喜
代
次

　
自
助
、
共
助
で
な
く
公
助
こ
そ

が
政
治
の
責
任
。
市
政
で
も
こ
の

立
場
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

公
明
党
甲
賀
市
議
団
会
派
長

予
算
決
算
常
任
委
員
長

総
務
常
任
委
員

議
会
運
営
委
員

田
中
　將
之

　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
か
つ
て
経
験

の
な
い
時
代
。
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
と
の
覚
悟
で
。

志
誠
会
会
派
長

産
業
建
設
常
任
委
員

議
会
運
営
委
員

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
員

小
河
　文
人

　
拡
大
か
ら
縮
小
の
時
代
へ
。
継

続
す
べ
き
事
、
作
り
替
え
て
い
く

事
。
勇
気
を
持
っ
て
決
断
し
た
い
。

厚
生
文
教
常
任
委
員

竹
若
　茂
國

　
２
期
目
最
後
の
年
に
な
り
ま
し

た
!! 

ウ
ィ
ズ
／
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
を
実
践
し
よ
う
。

日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
会
派
長

総
務
常
任
委
員

広
報
特
別
委
員

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
員

山
岡
　光
広

　
新
聞
記
者
の
経
験
生
か
し
、
要

求
実
現
へ
粘
り
強
く
一
歩
一
歩
前

進
へ
。

産
業
建
設
常
任
委
員

白
坂
萬
里
子

　
自
粛
か
ら
希
望
の
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
公
僕
と
し
て
の
使
命

を
全
う
し
て
参
り
ま
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員

議
会
運
営
委
員

谷
永
　兼
二

　
３
期
の
経
験
を
活
か
し
誠
心
誠

意
、
新
し
い
視
点
で
魅
力
あ
る
甲

賀
の
未
来
を
拓
き
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員

鵜
飼
　
　勲

　
二
元
代
表
制
の
下
、
市
政
を
精

察
し
質
し
て
い
く
と
い
う
基
本

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
貫
徹
す
る
。

総
務
常
任
副
委
員
長

広
報
特
別
委
員

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
員

田
中
　喜
克

　
人
は
人
に
育
て
ら
れ
て
、
初
め

て
人
に
な
る
。
先
人
の
こ
と
ば
を

胸
に
、
こ
の
１
年
を…

。

凛
風
会
会
派
長

総
務
常
任
委
員

議
会
運
営
委
員
長

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
員

林
田
　久
充

　
情
報
提
供
に
留
意
し
、
政
策
の

課
題
か
ら
提
案
ま
で
市
民
の
皆
さ

ん
と
共
有
し
ま
す
。

厚
生
文
教
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任
副
委
員
長

議
会
運
営
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員

監
査
委
員

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
員

山
中
　善
治

　
非
農
家
の
皆
様
に
、
市
民
農
園

に
よ
る
豊
か
な
田
舎
暮
ら
し
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
長

議
会
運
営
副
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員
長

森
田
　久
生

　
議
会
壇
上
に
送
っ
て
い
た
だ
き

丸
７
年
。
忘
れ
る
こ
と
な
く「
真

面
目
に
・
愚
直
に
・
丁
寧
に
」

産
業
建
設
常
任
委
員

土
山
　定
信

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
困
っ

て
い
る
方
の
役
に
立
て
る
議
員
で

い
た
い
。

総
務
常
任
委
員

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
長

辻
　
　重
治

　
名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
重
要
物

流
道
路
指
定
に
向
け
、
強
く
要
望

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
長

議
会
運
営
委
員

橋
本
　律
子

　
今
一
度
、
見
え
な
い
価
値
を
考

え
る
良
い
年
に
！
戻
そ
う
・
築
き

た
い
大
切
に
し
た
い
絆
。

産
業
建
設
常
任
委
員

広
報
特
別
委
員
長

田
中
　新
人

　
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

住
み
続
け
た
い
甲
賀
市
を
市
民
目

線
に
立
っ
て
進
め
ま
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
長

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
員

山
中
　修
平

　
素
人
目
線
、
住
民
目
線
、
民
間

目
線
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
と
肝
に

銘
じ
て
活
動
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員

広
報
特
別
委
員

厚生文教常任委員
公立甲賀病院組合副議長

西
村
　
　慧

　
現
在
そ
し
て
未
来
の
甲
賀
の

為
、
初
心
を
貫
き
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
に
責
務
を
果
た
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員

広
報
特
別
副
委
員
長

里
見
　
　淳

　
人
口
減
少
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
時
代
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て

頑
張
り
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
、
大
打
撃
を
受
け
る
宿
泊
事
業
者

を
応
援
す
る
補
助
金
で
す
。
こ
れ
は
県

の
「
近
江
の
地
場
産
品
購
入
に
よ
る
お

も
て
な
し
向
上
事
業
費
補
助
金
」（
下

段
に
解
説
）
に
、
市
も
上
乗
せ
を
す
る

も
の
で
す
。
補
助
の
対
象
者
は
、
こ
の

県
の
補
助
金
を
受
け
て
信
楽
焼
の
装
飾

品
、
調
度
品
（
感
染
症
対
策
に
か
か
る

物
品
）、
食
器
な
ど
接
客
の
為
に
使
用

す
る
物
品
を
購
入
し
た
宿
泊
事
業
者
で

す
。
自
己
負
担
額
の
更
に
半
分
を
市
が

補
助
す
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
最
大

40
件
、
一
者
あ
た
り
16
万
６
千
円
が
上

限
で
す
。
こ
の
補
助
金
は
宿
泊
事
業
者

の
支
援
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
で
売
り
上
げ
が
落
ち
込
む

信
楽
焼
の
販
売
促
進
の
効
果
、
ひ
い
て

は
地
域
経
済
の
復
興
に
繋
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

主
な
質
疑

Q
県
の
上
限
80
件
に
対
し
半
分
の
40
件

を
甲
賀
市
が
取
り
込
む
こ
と
に
な
る

が
、
県
は
了
解
し
て
い
る
の
か
。

A
40
件
が
取
れ
れ
ば
甲
賀
市
に
５
千
万

円
弱
の
経
済
効
果
が
見
込
め
る
。
甲
賀

市
の
熱
意
を
伝
え
県
か
ら
了
解
を
得
た
。

Q
こ
の
補
助
金
は
、
販
売
品
の
購
入
は

対
象
に
し
て
い
な
い
が
、
購
入
品
を
転

売
す
る
こ
と
へ
の
抑
止
と
監
視
は
ど
う

す
る
か
。

A
県
発
行
の
交
付
要
綱
に
財
産
処
分
に

つ
い
て
の
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
を
公
表

す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｐ
Ｒ
と
同
時
に
抑

止
に
な
る
と
考
え
る
。

討
論
・
採
決　
討
論
は
な
く
、
全
員

賛
成
で
可
決

地
場
産
業
伝
統
工
芸
品
購
入
補
助
金

　（
宿
泊
事
業
者
対
象
）

県
に
よ
る
補
助
金

制
度
の
目
的

　

近
江
の
人
々
の
生
活
に
密
着
し
受
け

継
が
れ
て
来
た
地
場
産
品
と
宿
泊
事
業

者
を
一
体
的
に
支
援
す
る
た
め
に
、
宿

泊
事
業
者
が
滋
賀
ら
し
い
お
も
て
な
し

を
目
的
に
近
江
の
地
場
産
品
を
購
入
す

る
経
費
を
補
助
す
る
こ
と
。

補
助
対
象
事
業
者

　

滋
賀
県
内
で
宿
泊
施
設
（
旅
館
業
法

第
３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
許
可
を
受

け
、
旅
館
業
法
第
２
条
に
定
め
る
ホ
テ

ル
営
業
、
旅
館
営
業
に
か
か
る
施
設
）

を
営
業
す
る
事
業
者
。

補
助
対
象

　

近
江
の
地
場
産
品（
地
場
産
業
製
品
、

伝
統
的
工
芸
品
、
び
わ
湖
材
、
琵
琶
湖

産
淡
水
真
珠
）
を
お
も
て
な
し
の
た
め

の
装
飾
品
、
調
度
品
、
食
器
等
と
し
て

使
用
す
る
た
め
に
購
入
す
る
経
費
。

【
条
件
】

①
食
品
や
宿
泊
者
に
対
し
配
布
す
る
物

品
の
購
入
は
対
象
外
。

②
令
和
３
年
２
月
26
日
ま
で
の
納
品
、

代
金
支
払
い
完
了
の
上
、
実
績
報
告

が
必
要
。

③
送
料
も
補
助
対
象
。

④
い
ず
れ
も
設
置
料
・
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
は
補
助
対
象
外
。

⑤
１
者
あ
た
り
上
限
１
０
０
万
円
、
下

限
１
万
円
。

近
江
の
地
場
産
品
購
入
に
よ
る

　
　

お
も
て
な
し
向
上
事
業
費
補
助
金

議
案
第
１
１
０
号　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

本補助金のイメージ図

甲賀市の地場産品　信楽焼
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12月定例会議案審議
　

現
在
、
水
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で「
病
後
児
保
育
」が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
４
月
か
ら「
病
児
保
育
」を
加
え

て「
病
児
・
病
後
児
保
育
」が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
病
児
保
育
」

は
、
仕
事
を
休
め
な
い
親
や
家
族
等
に

代
わ
っ
て
、
病
気
の
回
復
に
至
ら
な
い

が
病
状
が
安
定
し
て
い
る
児
童
を
保
育

す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
制
度
化
に

あ
た
っ
て
は
、
運
用
方
法
も
し
っ
か
り

と
事
前
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
い

く
つ
か
の
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑

Q
「
病
児
保
育
」
利
用
対
象
年
齢
は
。

A
生
後
６
か
月
～
小
学
校
２
年
生
ま
で

を
対
象
と
考
え
て
い
る
。

Q
「
病
児
保
育
」
利
用
料
金
は
。

A
１
日
利
用
の
場
合
で
は
、
３
歳

未
満
児
は
２
８
０
０
円
、
３
歳
児

は
１
４
０
０
円
、
４
歳
児
以
上
は

１
２
０
０
円
と
し
、
４
時
間
以
内
で
利

用
の
場
合
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
半
額

と
す
る
予
定
。

Q
「
病
児
保
育
」
の
利
用
手
続
き
は
。

　

旧
鮎
河
保
育
園
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
鮎
河
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
等
の
機

能
を
移
転
す
る
と
と
も
に
、消
防
車
庫
・

詰
所
を
集
約
し
た
う
え
で
安
全
及
び
安

心
の
地
域
拠
点
と
し
て
（
仮
称
）
鮎
河

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
計
画
が
進
め
ら
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、「
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置

等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
総
合

整
備
計
画
を
定
め
る
こ
と
で
、
国
か
ら

本
市
に
対
し
て
、
財
政
上
の
特
別
措
置

を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

Q
今
回
、鮎
河
地
域
が
指
定
さ
れ
た
が
、

旧
鮎
河
小
学
校
区
全
体
を
指
す
の
か
、

地
域
指
定
の
エ
リ
ア
は
ど
こ
か
。

A
整
備
を
予
定
し
て
い
る
（
仮
称
）
鮎

河
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

主
に
旧
鮎
河
小
学
校
区
の
住
民
に
よ
る

利
用
を
想
定
す
る
施
設
で
あ
り
、
土
山

町
大
河
原
、
土
山
町
鮎
河
が
指
定
エ
リ

ア
と
な
っ
て
い
る
。

Q
事
業
費
が
１
億
円
と
な
っ
て
い
る

水
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て

　「
病
児
保
育
」
を
新
設

土
山
町
鮎
河
地
域
に

　
安
全
・
安
心
の
地
域
拠
点
を
整
備
へ

議
案
第
１
２
３
号

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
１
３
６
号　

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
を
定
め
る
こ
と

A
ま
ず
、
は
じ
め
に
「
事
前
登
録
」
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
の
流
れ
や
利

用
の
際
に
必
要
な
連
絡
票
な
ど
の
説
明

を
行
う
。
利
用
の
際
に
は
、
事
前
電
話

連
絡
の
後
、
主
治
医
作
成
の
「
医
師
連

絡
票
」、「
家
庭
か
ら
の
連
絡
票
」
及
び

「
薬
剤
説
明
書
」
を
ご
持
参
い
た
だ
く

予
定
。
利
用
予
約
に
つ
い
て
は
、
当
日

朝
の
受
付
も
可
能
と
す
る
考
え
だ
。

Q
「
病
児
保
育
」
の
場
合
、
な
に
よ
り

も
大
事
で
あ
る
の
は
、
医
療
連
携
で
あ

る
が
、
ど
う
な
る
予
定
か
。

A
市
内
小
児
科
医
と
医
師
連
携
契
約
を

結
ぶ
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
保
育
中
の

様
子
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
医

師
へ
の
電
話
相
談
に
加
え
、
ビ
デ
オ
通

話
な
ど
映
像
に
よ

り
、
小
児
科
医
に

確
認
い
た
だ
け
る

方
法
を
検
討
し
て

い
る
。

討
論
・
採
決　

討
論
は
な
く
、
全

員
賛
成
で
可
決

が
、
起
債
対
象
事
業
費
の
限
度
額
な
の

か
、
施
設
整
備
計
画
と
お
お
よ
そ
の
積

算
が
根
拠
に
あ
っ
て
の
こ
と
か
。

A
現
時
点
に
お
い
て
は
、
設
計
中
で
あ

る
た
め
、
概
算
事
業
費
の
１
億
円
を
起

債
対
象
事
業
費
の
限
度
額
と
し
て
計
上

し
て
い
る
。

Q
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
地
元
と

の
協
議
状
況
は
。

A
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で

の
３
年
間
を
事
業
期
間
と
し
、
令
和
４

年
度
中
に
は
供
用
開
始
を
し
た
い
。
地

元
と
の
協
議
に
つ
て
は
、
跡
地
活
用
検

討
委
員
会
に
お
い
て
、
議
論
を
進
め
て

き
た
。

討
論
・
採
決

討
論
は
な
く
、
全

員
賛
成
で
可
決

旧鮎河保育園

子育て支援センター
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新型コロナ関連補正予算（議案第127号）
2021.2 6

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
発
生
し
た
市
内
小
中
学

校
で
修
学
旅
行
内
容
の
変
更
、
キ
ャ
ン

セ
ル
料
等
を
負
担
す
る
も
の
で
す
。
修

学
旅
行
対
象
小
学
校
20
校
中
６
校
、
中

学
校
６
校
に
お
い
て
行
き
先
変
更
や
日

程
短
縮
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
料
等
が
発

生
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

Q
今
後
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
生
み
出
さ
な

い
た
め
の
教
育
委
員
会
の
考
え
方
は
ど

う
か
。

A
来
年
も
修
学
旅
行
は
実
施
す
る
予
定

だ
が
、
子
ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に
し

つ
つ
も
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
伴
わ
な
い

形
の
判
断
を
早
め
に
す
る
必
要
が
あ

る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
両
の
「
密
」

の
予
防
の
た
め
、
混
雑
状
況
発
信
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
バ
ス
乗
車
人

員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
利
用
者

の
回
復
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
事
業
概
要
と
し
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
者
が
実
施
す
る

「
バ
ス
の
混
雑
度
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

専
用
ア
プ
リ
で
確
認
で
き
る
機
能
構
築

事
業
」
に
対
し
て
、
総
事
業
費
の
一
部

を
市
が
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

一
法
人
か
ら
い
た
だ
い
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
く
ら
し
・
経
済
対

策
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
、
公
民
館
、

図
書
館
及
び
体
育
館
に
感
染
防
止
対
策

備
品
を
購
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。事
業
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
住
居
を
失
っ
た
、
又
は
、
失
う
可
能

性
が
あ
る
方
に
住
居
費
を
支
給
し
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
て
い
る
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
に
対
し
、
施
設
管
理
経
費
不

足
分
を
支
援
し
ま
す
。

修
学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料
等

４
４
７
万
１
千
円

コ
ミ
バ
ス
混
雑
度
情
報
可
視
化

１
５
３
万
９
千
円

感
染
防
止
対
策
備
品
購
入

51
万
１
千
円

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

１
２
２
万
円

指
定
管
理
業
務
継
続
支
援

１
１
７
１
万
６
千
円

変更を余儀なくされる修学旅行

混雑度がわかるコミバスに

　

ま
た
、
今
年
度
中
に
導
入
を
進
め
て

い
る
「
乗
降
セ
ン
サ
ー
整
備
事
業
」
は

バ
ス
停
の
乗
降
者
数
の
管
理
シ
ス
テ
ム

で
す
が
、
改
造
す
る
こ
と
で
混
雑
度
可

視
化
機
能
が
追
加
で
き
る
た
め
、
そ
の

経
費
と
し
て
当
該
費
用
を
計
上
す
る
も

の
で
す
。

◦
非
接
触
型
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

カ
メ
ラ
３
台

　
〈
水
口
体
育
館
、
甲
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
、
信
楽
体
育
館
〉

◦
足
踏
み
式
消
毒
ス
タ
ン
ド
12
基

　
〈
図
書
館
（
５
館
）、
公
民
館
等
（
５

館
）、
岩
上
体
育
館
、
甲
南
体
育
館
〉

サーモグラフィカメラ（※イメージイラスト）
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11月臨時会・12月定例会議案審議・意見書
11月臨時会議案の審議結果

12 月定例会議案の審議結果

意見書　議決結果

議案等の名称 提案者

討論 凛風会 志誠会 日本共産党
甲賀市議員団

公明党
甲賀市議団 糸

目　
仁
樹

竹
若　
茂
國

鵜
飼　
　
勲

結　
果反

対
賛
成

西
村　
　
慧

田
中　
喜
克

林
田　
久
充

山
中　
善
治

橋
本　
恒
典

谷
永　
兼
二

田
中　
新
人

土
山　
定
信

辻　
　
重
治

橋
本　
律
子

里
見　
　
淳

山
中　
修
平

戎
脇　
　
浩

小
河　
文
人

森
田　
久
生

岡
田　
重
美

小
西
喜
代
次

山
岡　
光
広

堀　
　
郁
子

田
中　
將
之

白
坂
萬
里
子

「桜を見る会」と前夜祭を巡
る疑惑の徹底解明を求める意
見書

山
岡

小
河

小
西 ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ 可

日本学術会議会員任命拒否の
撤回を求める意見書

山
岡

里
見

岡
田
・
竹
若

● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● 否

核兵器禁止条約の発効をふま
え唯一の被爆国日本政府が、
速やかに核兵器禁止条約に署
名・批准し、核なき世界の実
現の先頭に立つことを求める
意見書

岡
田 堀

竹
若
・
小
西

● ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● 否

要介護者の受給権に関わる重
大な「省令改正」の撤回を求
める意見書

岡
田

田
中
喜

山
岡 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● 否

福島原発汚染水を海洋放出し
ない決定を求める意見書

小
西

田
中
喜

山
岡 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● 否

新型コロナウイルス感染の爆
発的拡大を防止するため、「検
査・保護・追跡」の抜本的強
化を求める意見書

小
西

山
中
修

岡
田 ● ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● 否

○：賛成　●：反対

全員賛成で可決・同意した議案
令和2年度
補正予算 一般会計補正予算（第６号）

人事
公平委員会委員の選任
監査委員の選任（２件）

賛成多数で可決した議案
条例の

一部改正 職員の給与に関する条例等	

全員賛成で可決・同意した議案

令和2年度
補正予算

一般会計補正予算（第７号）
一般会計補正予算（第８号）
国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
介護保険特別会計補正予算（第２号）
病院事業会計補正予算（第３号）
水道事業会計補正予算（第１号）
診療所事業会計補正予算（第２号）
介護老人保健施設事業会計補正予算（第２号）
下水道事業会計補正予算（第１号）

条例の廃止 シルバーワークプラザ条例

条例の
一部改正

議員の議員報酬等に関する条例	
特別職の職員の給与等に関する条例
公告式条例及び財政事情の作成及び公表に関する条例
督促手数料及び延滞金徴収等に関する条例等

条例の
一部改正

行政財産使用料条例
国民健康保険税条例
児童クラブ条例
子育て支援センター条例
デイサービスセンター条例
農業集落排水処理施設条例

人　事 教育委員会委員の任命

その他

辺地に係る総合整備計画を定めること
指定管理者の指定（42件）
コミュニティセンター２件（水口東部、水口北部）、
福祉ホール、すこやか荘、碧水荘、フィランソ土山、
佐山荘、児童クラブ９件（水口、綾野、貴生川、伴谷、
伴谷東、柏木、土山かしきや、大野、油日）、農
村環境改善センター、リップル”Cha-Cha”、甲賀
もちふる里館、あけびはら山の子はうす、四季菜
館、柞原会館、雲井地区農村活性化センター、信
楽産業展示館、土山自然休養村管理センター、か
もしか荘・あいの土山都市との交流センター、勤
労青少年ホーム・共同福祉施設、水口スポーツの
森・野洲川河川公園等、甲賀中央公園、鹿深夢の
森、あいの丘文化公園、あいの森ふれあい公園・
青土ダムエコーバレイ、ブルーリバーパーク、や
まびこ公園、あいの土山文化ホール、土山体育館、
土山室内運動場、土山運動場、土山テニスコート、
甲賀B＆G海洋センタープール、水口城資料館、旧
水口図書館



左から（前列）副委員長　田中喜克　委員長　森田久生　（後列）里見淳・田中將之・山岡光広・辻重治・西村慧・林田久充

■10月23日
第２次甲賀市総合計画（第２期基本計画）策定方針の
変更・令和３年度予算編成に向けた基本的な考え方
■11月11日
第２次甲賀市総合計画（第２期基本計画）（案）
■11月24日
第２次甲賀市総合計画（第２期基本計画）（案）・消防
団組織再編計画（素案）・消防施設長寿命化計画（素案）
■12月17日
公告式条例及び財政事情の作成及び公表に関する条例の一部改正・
督促手数料及び延滞金徴収等に関する条例の一部改正・行政財産
使用料条例の一部改正・辺地に係る総合整備計画を定めること等

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

日誌総務常任委員会

市民の生活と福祉、文化やスポーツ、教育に関わる委員会です。
左から（前列）副委員長 山中善治　委員長　山中修平　（後列）戎脇浩・竹若茂國・堀 郁子・岡田重美・谷永兼二

■10月20日
通学路安全対策事業進捗状況、健康づくりに関
する取り組み
■11月18日
あいみらい保育園現地視察、第8期介護保険事業
計画・高齢者福祉計画（案）、第３次障がい者基
本計画・第6期障がい福祉計画・第2期障がい児
福祉計画（案）等
■12月15日
診療所事業会計補正予算、デイサービスセンター
条例の一部改正、子育て支援センター条例の一
部改正等

日誌厚生文教常任委員会

2021.2 8

年
間
）の
基
本
計
画
、実
施
計
画

を
も
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、第
１
期
基
本
計
画
の

成
果
と
課
題
を
検
証
す
る
と
と

も
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
、社
会
状
況
の

変
化
に
対
応
す
る
計
画
に
変
更

す
る
も
の
で
す
。

策
定
変
更
の
ポ
イ
ン
ト

◦
計
画
重
点
施
策「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
10
」の
見
直
し
を
重
視

す
る
と
と
も
に
、計
画
の
中

心
を
第
１
期
基
本
計
画
に
引

き
継
き「
地
方
創
生
及
び
人

口
減
少
対
策
」と
し
、ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
と
し
て
位
置
付
け
る
。

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、多
元
多
層
の
市

民
参
画
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
た
め
、特
に
審
議
会
や
議

会
か
ら
意
見
を
求
め
策
定
を

進
め
る
。

　
10
月
23
日
以
降
４
回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
、
第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画

（
第
２
期
基
本
計
画
）を
中
心
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画（
第
２
期

基
本
計
画
）策
定
方
針
の
変
更

策
定
方
針
変
更
趣
旨

甲
賀
市
総
合
計
画
は
平
成
29
年
度
か

ら
令
和
10
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る

「
基
本
構
想
」の
下
、１
期
４
年（
３
期
12

第第２２次次甲甲賀賀市市総総合合計計画画 第第２２期期基基本本計計画画策策定定ススケケジジュューールル（（変変更更案案））

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

（変更）第２期
策定スケジュール

策
定
方
針
（

修
正

)

業業務務継継続続計計画画((BBCCPP))
準準用用期期間間～～99月月（（予予定定））

期期
間間
延延
長長

　　
　　
（（

議議

会会
上上
程程
））

実実
施施
計計
画画

　　
　　
　　
（（

確確
定定

))

実実
施施
計計
画画

　　
　　
　　

((

案案

))

令和２年度

（当初）第２期
策定スケジュール

策
定
方
針

論
点
デ
ー

タ

各
種
団
体

ヒ
ア
リ
ン
グ
等

基
本
計
画
（

素
案

)

基
本
計
画
（

案

)

市市
長長
選選
挙挙

（現計画）
第１期基本計画
第１期実施計画

第２期実施計画

基
本
計
画
（

案

)

パ
ブ
コ
メ

策策
定定

　　
　　
　　

((
議議
会会
上上
程程

))

令和３年度 令和４年度

パ
ブ
コ
メ

パ
ブ
コ
メ
報
告

策策
定定

　　
　　

((

議議
会会
上上
程程

))

予算編成

予予
算算
編編
成成
方方
針針

予予
算算
編編
成成

予予
算算
編編
成成
方方
針針

令令
和和
４４
年年
度度
予予
算算

　　
　　
（（

議議
会会
上上
程程
））

令令
和和
３３
年年
度度
予予
算算

　　
　　
（（

議議
会会
上上
程程
））

予予
算算
編編
成成

策定開始時期を半年延期

アアフフタターーココロロナナににおおけけるる
「「新新ししいい豊豊かかささ」」をを検検討討

第２期基本計画

運用開始 令和３年度～令和６年度（４年間）

令和２年度（～3/31）

重重点点事事業業をを中中心心にに

骨骨格格部部分分をを議議論論

（（特特ににRR33事事業業））

第第２２期期基基本本計計画画のの

策策定定をを踏踏ままええ議議論論

（（特特ににRR44～～RR66のの展展開開））

第 ２ 次 甲 賀 市 総 合 計 画 
第 2 期基本計画策定スケジュール

◦
実
施
計
画（
具
体
的
な
事
務
事
業
）は

令
和
３
年
度
予
算
編
成
過
程
に
合
わ

せ
て
、令
和
３
年
３
月
に
骨
格
を
策

定
し
、７
月
目
途
に
最
終
策
定
を
す

る
。

議
会
で
の
意
見
聴
取
も
、所
管
・
総

務
常
任
委
員
会
審
議
だ
け
で
な
く
、

分
野
ご
と
に
、厚
生
文
教
・
産
業
建

設
常
任
委
員
会
か
ら
意
見
を
求
め
る

こ
と
と
し
た
。

◦
分
野
別
計
画
の
策
定
・
見
直
し
は
、

基
本
計
画
の
策
定
後
に
着
手
す
る
。

策
定
ま
で
の
間
は
、現
行
の
分
野
別

計
画
の
期
間
延
長
で
取
り
扱
う
。

令
和
３
年
度
予
算
編
成
の
基
本
的

考
え
方

編
成
基
本
方
針

◦
第
２
次
総
合
計
画
基
本
計
画
を
踏
ま

え
た
予
算
。

◦
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た「
新

た
な
日
常
」の
実
現
に
取
り
組
む
予

算
。

◦
財
政
計
画
に
基
づ
く
健
全
な
財
政
運

営
の
確
立
、と
り
わ
け
、「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」に
基
づ
い
た
施

設
の
最
適
な
配
置
を
重
視
す
る
。

予
算
編
成
具
体
的
方
策　

◦「
枠
配
分
方
式
」の
一
部
変
更

◦
財
源
不
足
の
対
応
方
針



左から（前列）副委員長　田中喜克　委員長　森田久生　（後列）里見淳・田中將之・山岡光広・辻重治・西村慧・林田久充

■10月23日
第２次甲賀市総合計画（第２期基本計画）策定方針の
変更・令和３年度予算編成に向けた基本的な考え方
■11月11日
第２次甲賀市総合計画（第２期基本計画）（案）
■11月24日
第２次甲賀市総合計画（第２期基本計画）（案）・消防
団組織再編計画（素案）・消防施設長寿命化計画（素案）
■12月17日
公告式条例及び財政事情の作成及び公表に関する条例の一部改正・
督促手数料及び延滞金徴収等に関する条例の一部改正・行政財産
使用料条例の一部改正・辺地に係る総合整備計画を定めること等

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

日誌総務常任委員会

市民の生活と福祉、文化やスポーツ、教育に関わる委員会です。
左から（前列）副委員長　山中善治　委員長　山中修平　（後列）戎脇浩・竹若茂國・堀 郁子・岡田重美・谷永兼二

■10月20日
通学路安全対策事業進捗状況、健康づくりに関
する取り組み
■11月18日
あいみらい保育園現地視察、第8期介護保険事業
計画・高齢者福祉計画（案）、第３次障がい者基
本計画・第6期障がい福祉計画・第2期障がい児
福祉計画（案）等
■12月15日
診療所事業会計補正予算、デイサービスセンター
条例の一部改正、子育て支援センター条例の一
部改正等

日誌厚生文教常任委員会

市議会だより　vol.659

　
あ
い
み
ら
い
保
育
園
現
地
視
察

　

旧
甲
賀
病
院
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
あ

い
み
ら
い
保
育
園
を
視
察
し
ま
し
た
。令

和
２
年
４
月
か
ら
開
園
さ
れ
て
お
り
、６

か
月
か
ら
５
歳
児
ま
で
約
２
４
０
名
の
園

児
が
通
って
い
ま
す
。

　
通
学
路
安
全
対
策
事
業
進
捗
状
況

Q
通
学
路
危
険
箇
所
の
把
握
と
選
定
の

方
法
は
。

A
Ｐ
Ｔ
Ａ
、お
う
み
通
学
路
交
通
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
協
議
を
経
て
危
険
箇
所
を
挙

げ
て
も
ら
っ
て
い
る
。優
先
順
位
の
高
い
２

箇
所
に
つ
い
て
当
該
年
度
点
検
を
行
い
基

本
は
次
年
度
に
対
策
。緊
急
度
を
判
断

し
当
年
度
に
も
実
施
す
る
。

　
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み

地
域
で
の
健
康
づ
く
り
事
業
、い
き
い

き
農
園
事
業
な
ど
の
健
康
寿
命
を
延
ば

そ
う
事
業
が
平
成
29
年
よ
り
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

Q
モ
デ
ル
事
業
で
開
始
前
と
開
始
後
の

健
康
数
値
が
比
較
で
き
る
と
良
い
が
。

A
令
和
２
年

度
か
ら
、歯
科

衛
生
士
を
雇

用
し
、過
去
に

誤
嚥
性
肺
炎

の
あ
る
人
を

抽
出
し
、訪
問

や
医
師
と
連

携
し
危
険
度

を
減
ら
す
取

り
組
み
を
進
め

る
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例
の

　
一
部
改
正

甲
賀
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建

物
を
社
会
福
祉
法
人
湖
東
会
に
無
償
譲

渡
、ま
た
、老
朽
化
な
ど
に
よ
り
碧
水
荘

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
令
和
３
年
４

月
に
閉
鎖
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。採

決
の
結
果
、全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
。

Q
碧
水
荘
の
建
物
は
今
後
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

A
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
廃
止
後
も
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
残
る
た
め

建
物
は
存
続
す
る
。し
か
し
、老
朽
化
も

あ
り
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
機
能
移
転
を

探
って
い
く
。

　
診
療
所
事
業
会
計
補
正
予
算

　

９
月
補
正
で
み
な
く
ち
診
療
所
の
外
に

ユ
ニッ
ト
ハ
ウ
ス
を
建
て
る
と
さ
れ
ま
し
た

が
、安
価
な
陰
圧
テ
ン
ト
へ
切
り
替
え
る

こ
と
の
説
明
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、全

員
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
。

　
み
な
く
ち
診
療
所
で
日
曜
診
療
開
始

　

令
和
３
年
１
月
10
日
よ
り
日
曜
診
療

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。診
療
科
目
は
内
科
、診
療
開
始
時
間

は
、午
前
９
時
か
ら
と
午
後
２
時
か
ら
で

す
。

　
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・

　
高
齢
者
福
祉
計
画(

案)

Q
介
護
人
材
確
保
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

A
介
護
人
材
確
保
定
着
推
進
協
議
会
と

連
携
し
て
進
め
た
い
。職
業
と
し
て
選

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
大
学
や
学
校
で
の

出
前
講
座
な
ど
も
考
え
た
い
。

あいみらい保育園ロビー

健康推進員指導による体操



左から（前列）副委員長　小西喜代次　委員長　橋本律子（後列）土山定信・鵜飼 勲・田中新人・小河文人・白坂萬里子・糸目仁樹
産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。

■10月6日
甲賀都市計画区域における区域区分（線引き）の見
直し、貴生川駅周辺特区構想にかかるパブリック・
コメントの実施等
■11月17日
第2次甲賀市総合計画（第２期基本計画）（案）につ
いて、甲賀流リアル忍者館の現状及び整備状況等
■12月16日
近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会の進捗、令
和２年度甲賀市水道事業・下水道事業会計補正予
算等

日誌産業建設常任委員会
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A
入
込
客
数
は
早
い
段
階
か
ら
営
業
し

て
い
た
た
め
、２
万
人
く
ら
い
の
来
館
期

待
で
今
の
と
こ
ろ
順
調
で
あ
る
。

甲
賀
市
都
市
計
画
区
域
区
分

「
線
引
き
」の
見
直
し

甲
南
町
竜
法
師
地
区

◦
忍
者
を
核
と
し
た
観
光
振
興
の
拠
点

形
成
を
図
る
た
め
。

水
口
町
北
脇
地
区

◦
国
道
１
号
線
北
側
沿
道
で
商
業
等
の

充
実
を
図
る
た
め
。

水
口
町
虫
生
野
地
区

◦
貴
生
川
駅
周
辺
の
拠
点
機
能
の
強
化

を
図
る
た
め
。

　
10
月
以
降
の
委
員
会
で
取
り
組
ん
だ
所
管
事
務
調
査
で
、
主
だ
っ
た
も
の
を
お

伝
え
し
ま
す
。

近
江
鉄
道
沿
線
地
域

公
共
交
通
再
生
協
議
会
関
連

　

経
営
難
に
陥
っ
た
近
江
鉄
道
に
つ
い

て
、県
及
び
沿
線
市
町
に
よ
る「
近
江
鉄

道
沿
線
地
域
公
共
交
通
再
生
協
議
会
」

へ
の
提
案
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
。令

和
６
年
度
か
ら
公
有
民
営（
上
下
分
離
）

方
式
へ
移
行
し
、令
和
３
年
度
か
ら
令

和
５
年
度
ま
で
は
割
引
切
符
等
の
導

入
、乗
り
継
ぎ
改
善
、Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
導
入

な
ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
運
営

改
善
と
準
備
移
行
の
期
間
と
す
る
提
案

内
容
の
報
告
を
12
月
16
日
の
委
員
会
に

て
受
け
、翌
17
日
の
協
議
会
で
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

甲
賀
市
を
含
む
沿
線
市
町
に
と
っ

て
、近
江
鉄
道
は
重
要
な
公
共
交
通
機

関
で
あ
り
、近
江
鉄
道
の
存
続
と
利
便

性
向
上
は
こ
の
地
域
の
深
刻
な
人
口
減

少
に
一
定
の
歯
止
め
に
な
る
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

甲
賀
流
リ
ア
ル
忍
者
館
の

現
状
と
今
後

Q
来
年
度
以
降
の
プ
ラ
ラ
周
辺
を
整
備

す
る
第
２
次
整
備
計
画
は
。

A
忍
者
を
核
と
し
た
観
光
拠
点
整
備
基

本
計
画
を
基
本
と
し
て
調
査
検
討
設
計

業
務
を
進
め
る
予
定
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
検
討
会
が
開

け
ず
設
計
業
務
に
至
って
な
い
。

Q
基
本
計
画
の
外
壁
工
事
は
。

A
忍
者
の
意
匠
の
大
き
な
懸
垂
幕
を
何

種
類
か
用
意
し
て
季
節
に
よ
っ
て
変
え
る

考
え
だ
。

Q
オ
ー
プ
ン
し
て
半
月
が
経
つ
が
誘
客

は
予
定
通
り
か
。



市議会だより　vol.65  11

 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。各会派による各会派による 代表質問代表質問

順番 氏　　 名
（会派名） 質　　問　　事　　項

１ 小
お
　河
がわ
　	文

ふみ
　人

と

（志　誠　会）

１　新しい豊かさについての方向性
２　市長が新たに掲げた「選ばれるまちづくり」実現のための政
策、７つのチャレンジからの具体策を問う

２ 白
しら
　坂
さか
　萬

ま
里
り
子
こ

（公明党甲賀市議団）
１　所信表明ならびにマニフェスト（政策集）から
２　本市の当面する課題について

３ 山
やま
　岡
おか
　光
みつ
　広
ひろ

（日本共産党甲賀市議員団）

１　国政の焦点と市長の政治姿勢について
２　新型コロナ危機からいのちと暮らしを守り、経済を立て直す
ことについて

３　「新しい豊かさ」「選ばれるまちづくり」とは何か
４　新年度予算編成のポイントについて
５　少子化対策と高齢化対策について
６　区・自治会と自治振興会のあり方について
７　人口増となっている外国人について
８　道路網・交通網の整備について

４ 辻
つじ
　　　重

しげ
　治

じ

（凛　風　会）

１　「新しい豊かさ」とは、何を意味し何を求めるのか伺う
２　「選ばれるまちづくり」のターゲットと手法のイメージを問う
３　新型コロナウイルス対策について伺う
４　オール甲賀で未来につなぐチャレンジについて伺う
５　令和３年度予算編成に向けた考え方について伺う

令和２年11月26日

令和２年　第６回甲賀市議会定例会代表質問

各会派による各会派による 代表質問代表質問 目次

危機・安全管理統括監 危機統括監 総合政策部長 総政部長
総合政策部理事 総政理事 総務部理事 総務理事 市民環境部長 市環部長
健康福祉部長 健福部長 こども政策部長 こ政部長 産業経済部長 産経部長
上下水道部長 水道部長 教育委員会事務局理事 教育理事

■答弁者の凡例

　各会派による代表質問は、予算案を審議する 3月定例議会と市長選後の 12月議会に行われます。持ち時間は、
基本の 30分と議員数に応じて一人 3分が加算されます。よって凛風会は 60分、志誠会は 45分、日本共産党と
公明党は、39分となっています。

広報広聴でなにを伝え
なにを聴くか

　「広報・広聴の機能を発揮するしくみとデザインを考
える」をテーマで、龍谷大学政策学部の土山希美枝教授
を講師に 10 月 29 日、議員研修を行いました（写真）。
　市民にとって議会とはなにか、市の政策形成に市民が
どのような形で参加していくのか、議員活動・議会活動
の役割などについて、各地の先進的な事例をふまえて学
びました。甲賀市議会でも、今後「広聴」のあり方につ
いて、より具体的に検討してまいります。
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
か
っ
て
、
新

し
い
豊
か
さ
の
考
え
方
、
方
向
性
に
つ

い
て
問
う
。

市
長　
「
新
し
い
豊
か
さ
」に
つ
い
て

考
え
る
際
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
技
術
を
取

り
入
れ
な
が
ら
も
豊
か
な
自
然
が
近
く

に
あ
り
、
街
並
み
が
セ
ン
ス
良
く
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
て
、
人
々
が
絆
を
感
じ

な
が
ら
の
び
の
び
と
育
ち
、
大
き
な
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
な
く
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
贅

沢
さ
が
あ
る
、
言
わ
ば
幸
福
度
が
高
い

と
さ
れ
て
い
る
北
欧
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

Q
長
期
財
政
計
画
と
連
動
し
た
公
共

施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　
縮
減
目
標
を
達
成
し
て
い
く

た
め
に
は
、
計
画
し
た
取
り
組
み
を
着

実
に
実
践
し
て
い
く
と
と
も
に
、
学
校

再
編
の
統
合
校
に
つ
い
て
も
、
施
設
の

最
適
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
る
。

Q
市
民
、
事
業
者
に
寄
り
添
う
、
き

め
細
か
な
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

都
市
部
へ
の
一
極
集
中
か
ら
地
方
分
散

型
社
会
構
築
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　
本
市
が
持
つ
豊
か
な
自
然
環

境
と
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
よ
る
暮
ら
し

の
質
の
向
上
、
都
市
部
へ
の
ア
ク
セ
ス

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
施
策
を
一
体
的
に

進
め
る
こ
と
で
、
他
の
自
治
体
と
の
差

別
化
を
図
り
、
全
国
数
多
く
あ
る
自
治

体
の
中
か
ら「
選
ば
れ
る
ま
ち
」と
な
る

取
り
組
み
が
第
一
歩
と
考
え
る
。

志 誠 会
小河　文人

Q
合
併
特
例
債
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

コ
ロ
ナ
後
の
予
算
編
成
の
計
画
は
。

市
長　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
事
業
の
再
構
築
と

歳
入
・
歳
出
両
面
に
わ
た
り
行
財
政
改

革
に
取
り
組
む
。

Q
健
康
寿
命
延
伸
に
、
コ
ミ
バ
ス
・

コ
ミ
タ
ク
を
70
歳
か
ら
無
料
に
し
て

は
。市

長　
扶
助
費
の
増
大
や
利
用
者
負

担
の
観
点
も
含
め
、
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
。

Q
分
散
型
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
添
い
、

選
ば
れ
る
町
と
し
て
、
全
国
へ
発
信
し

て
は
。

市
長　
地
方
移
住
が
進
む
中
、
豊
か

な
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
人
口
増
へ
繋

げ
た
い
。

Q
市
長
が
考
え
る
、
女
性
活
躍
の
必

要
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

市
長　
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
活
躍
す
る
こ

と
が
多
様
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋

が
る
と
考
え
る
。

Q
市
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
自
治
区

未
加
入
者
の
ゴ
ミ
出
し
は
深
刻
な
問

題
。
地
域
と
の
協
力
に
よ
る
ゴ
ミ
出
し

支
援
制
度
は
。

市
長　

喫
緊
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
地
域
の

理
解
と
協
力
を
も
ら

い
、
早
期
に
確
立
し

示
し
て
い
く
。

Q
観
光
ル
ー
ト
に
お
け
る
公
共
施
設

や
道
の
駅
ト
イ
レ
を
和
式
か
ら
洋
式

へ
。市

長　
東
海
道
散
策
の
起
点
と
な
る

「
道
の
駅
あ
い
の
土
山
」「
土
山
中
央
公

民
館
」は
早
い
時
期
に
整
備
・
改
修
し

て
い
く
。

Q
終
了
し
た「
無
料
法
律
相
談
」の
今

後
の
方
向
性
は
。

健
福
部
長　
今
後
も
包
括
的
な
相
談

支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

公 明 党
「
新
し
い
風
」
に

　
込
め
ら
れ
た
想
い
と
は

白坂萬里子

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を

　
　
　
　
迎
え
て
の
想
い

ポストコロナは地方の時代

代表質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。公職選挙法メモ
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

人が繋がるまちに

Q
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
戦
略
的
・
大
規
模

に
、
医
療
や
介
護
、
学
校
等
リ
ス
ク
が

高
い
施
設
は
社
会
的
検
査
を
、
医
療
機

関
へ
の
影
響
、
減
収
補
て
ん
は
国
の
責

任
で
、
市
役
所
庁
舎
内
に
も
ア
ク
リ
ル

板
の
設
置
を
。

市
長　

検
査
体
制
の
充
実
は
必
要
。

社
会
的
検
査
は
国
の
指
針
に
沿
っ
て

拡
充
が
図
ら
れ
る
よ
う
県
の
対
応
を
注

視
。健

福
部
長　
信
楽
中
央
病
院
は
昨
年

比
で
４
２
０
０
万
円
の
減
収
、
最
終
は

７
千
万
円
の
減
収
見
込
み
。
減
収
補
て

ん
は
、
国
や
県
の
補
助
制
度
や
融
資
を

活
用
。

総
務
理
事　
ア
ク
リ
ル
製
飛
沫
対
策

用
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
購
入
、
順
次
設

置
。

Q
30
人
以
下
学
級
実
現
す
る
に
は
。

教
育
部
長　

11
小
学
校
で
35
学
級
、

４
中
学
校
で
11
学
級
増
や
す
必
要
が
あ

り
、
教
室
・
職
員
の
体
制
が
必
要
。

Q
子
ど
も
に
係
る
国
保
の
均
等
割
軽

減
、
中
卒
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、「
出

産
祝
金
」制
度
創
設
を
、
給
食
費
の
負

担
軽
減
、
待
機
児
童
対
策
拡
充
を
。

市
長　
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
軽
減

は
、
県
の
首
長
会
議
で
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
市
内
４
世
帯
に
１
世
帯
が
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
。
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
に
直
接
支
援
を
、
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
要
件
の
緩
和
を
、特
養
施
設
増
設・

介
護
保
険
利
用
料
の
軽
減
を
。

市
長　
緊
急
時
に
適
切
に
対
応
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
充
実
が
不
可
欠
。

共 産 党
山岡　光広

Q
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
と
は
誰

に
選
ば
れ
る
の
か
。

市
長　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
。
と
感
じ

て
い
た
だ
き
、
お
金
や
物
に
依
存
す
る

価
値
観
だ
け
で
な
く
多
様
な
生
き
方
、

新
し
い
働
き
方
、
家
族
の
在
り
方
な
ど

を
包
み
込
ん
だ
、
新
し
い
豊
か
さ
を
追

求
し
た
施
策
を
進
め
る
こ
と
が「
選
ば

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」と
考
え
る
。

Q
甲
賀
市
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
あ
る
か
。

市
長　
３
密
の
回
避
と
社
会
的
距
離

の
確
保
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
を
徹

底
し
た
基
本
的
な
意
識
啓
発
。

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
を
教
訓
に
医
療

機
関
や
介
護
施
設
、
学
校
、
保
育
園
等

で
警
戒
感
強
化
と
消
毒
液
な
ど
資
機
材

備
蓄
を
行
う
、
感
染
防
止
対
策
は
大
変

重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
社
会
経
済
活
動
を
維
持
し
、

市
民
や
事
業
者
の
皆
様
の
暮
ら
し
や
生

業
を
応
援
し
、
対
応
す
る
。

Q
未
来
に
つ
な
ぐ
チ
ヤ
レ
ン
ジ
で
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
は
。

市
長　
区
、
自
治
会
や
地
域
の
様
々

な
関
係
団
体
が
連
携
、
協
力
す
る
こ
と

で
地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力
の
向
上
に

取
り
組
み
、
防
犯
防
災
、
健
康
長
寿
、

子
育
て
と
教
育
支
援
な
ど
地
域
に
住
む

ひ
と
が
地
域
課
題
を
自
ら
解
決
す
る
小

機
模
多
機
能
自
治
に
繋
が
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

Q
令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た

考
え
は
。

市
長　

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
市

民
生
活
、
市
内

経
済
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
、
厳
し

い
財
政
状
況
で

あ
る
が
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
は
低

下
さ
せ
な
い
。

凛 風 会
辻　　重治

こ
れ
か
ら
４
年
間
の

　
　
　
市
政
運
営
を
伺
う

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
へ

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充
を

代表質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

４軒に１軒が
独居高齢世帯

65 歳以上独居世帯数
65 歳以上 75歳以上

水　口 3,543	 1,889	
土　山 939	 545	
甲 賀 1,134	 680	
甲 南 1,890	 1,032	
信　楽 1,489	 876	
市　計 8,995	 5,022	

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

順番 氏　　名 質問事項

11 岡
おか
田
だ
　重
しげ
美
み

１　認知症の人も家族も安心して暮らし
ていくために

２　コロナ禍により浮き彫りになった
ジェンダー平等について

３　土山公民館の洋式トイレ化の実現を
４　「結婚新生活支援事業」を導入し新
婚世帯の支援を

12 橋
はし
本
もと
　律
りつ
子
こ
１　コロナ禍から見えた地域共生社会の
ありかたについて

２　ICT・オンラインの活用推進につい
て

13 土
つち
山
やま
　定
さだ
信
のぶ

１　甲賀市の幼保・小中再編計画につい
て

２　甲賀市の医療関係の新型コロナ対策
の備品等の整備状況について

３　滋賀県の東の玄関である土山町につ
いて

14 山
やま
中
なか
　修
しゅう
平
へい １　「道の駅あいの土山」の営業力強化

について

15 林
はやしだ
田　久

ひさ
充
みつ

１　甲賀市まちづくり基本条例と区、自
治会および自治振興会の位置づけに
ついて

２　貴生川駅周辺特区構想の考え方につ
いて

16 山
やま
中
なか
　善
よし
治
はる １　「便利な田舎暮らしについて」

２　甲賀市薬用作物産地化推進事業につ
いて

17 里
さと
見
み
　　淳

あつし
１　関係人口を増やすには

18 小
こ
西
にし
喜
き
代
よ
次
つぐ

１　新型コロナウイルス感染拡大防止の
抜本的対応を

２　コロナ禍のもとで事業の維持、地域
経済を持続可能にする支援策を

３　第二期滋賀県国民健康保険運営方針
への対応について

４　より便利な公共交通への改善につい
て

19 竹
たけ
若
わか
　茂
しげ
國
くに

１　外国にルーツを持つ子どもの支援に
ついて

２　甲賀市社会教育における現状につい
て

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

順番 氏　　名 質問事項

１ 戎
えびすわき
脇　　浩

ひろし １		水道事故から何を学ぶか
２		随意契約に工夫がなされているか

2 田
た
中
なか
　喜
よし
克
かつ

１		貴生川小学校児童の安全通学路確保
に必死の声。杣川に歩行者専用橋の
至急整備を。

２		甲賀市の魅力「水・緑多き自然」を
守るため　先駆けて取り組むは「市
の環境施策」では

３　独立行政法人・公立甲賀病院の今後
と市内公立医療機関の統合経営につ
いて

４　公共施設の再編・活用の現状及び、
既存施設の管理、再整備について

３ 森
もり
田
た
　久
ひさ
生
お １　未来を担う子や孫たちに過度な負担

を残さないために

４ 鵜
う
飼
かい
　　勲

いさお １　行政における説明責任の確保及び透
明性について

５ 糸
いと
目
め
　仁
まさ
樹
き １　稲作農家所得向上にもみ殻ビジネス

を
２　リアル忍者館を時代劇撮影の聖地に

６ 谷
たに
永
なが
　兼
けん
二
じ

１　コロナ禍の児童虐待発生予防・早期
発見について

２　温室効果ガスの排出を 2050 年ま
でに実質ゼロにする取り組みについ
て

３　スケートボードパークの設置を

７ 田
た
中
なか
　新
あら
人
と

１　北泉地域の街路灯と防犯対策につい
て

２　甲賀市農業問題について
３　行政手続きにおける押印の廃止につ
いて

８ 堀
ほり
　　郁

いく
子
こ
１　介護サービスについて
２　道路異常通報システム
３　防災・減災について
４　子育てアプリを使っての支援

9 西
にし
村
むら
　　慧

けい

１　本市の人口流出防止、UIJ ターンの
促進について

２　市内通学路及び生活道路の安全確保
徹底について

３　「甲賀で食べる」と「甲賀流忍者」
の観光振興について

４　日本の物流拠点「甲賀」としての展
望について

10 田
た
中
なか
　將
まさ
之
ゆき

１　アフターコロナを見据えた観光施策
について

２　行政手続きのデジタル化を
３　住まいと暮らしの安心を確保する居
住支援の強化について

市市のの考考えをえを問問うう15人の15人の
議員が議員が

令和２年　第 6 回甲賀市議会定例会一般質問（通告順）

市市のの考考えをえを問問うう 目次19人の19人の
議員が議員が

令和２年
12月9日・10日・11日・14日
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
当
市
の
未
来
を
担
っ
て
く

れ
る
子
や
孫
た
ち
に
、
過
度

な
負
担
を
残
す
と
懸
念
さ
れ

る
最
大
の
要
因
は
。

市
長　
多
く
の
公
共
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

現
在
の
施
設
を
全
て
存
続

維
持
す
る
に
は
、
約
１
、

１
１
０
億
円
の
改
修
更
新
費

用
が
必
要
で
あ
る
。
積
極
的

な
施
設
の
最
適
化
（
ス
ク

ラ
ッ
プ
化
）
が
必
要
。

Q
公
共
施
設
を
最
適
化
す
る
計
画
で
あ
る
「
甲
賀
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

総
務
理
事　
令
和
38
年
度
ま
で
に
、
公
共
建
物
総
延

床
面
積
の
「
３
割
を
解
体
」
の
縮
減
目
標
に
取
り
組
む
。

Q
学
校
等
再
編
計
画
の
今
後
の
協
議
の
進
め
方
は
。

市
長　
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
部
局
と
の
連
携
強

化
を
図
る
た
め
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
新
設

し
進
め
る
。

Q
前
向
き
な
ス
ク
ラ
ッ
プ
事
業
に
取
り
組
む
二
期
目

岩
永
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
。

市
長　
中
長
期
を
見
据
え
「
決
断
」
の
時
期
と
認
識
し

て
い
る
。「
信
念
」を
曲
げ
ず
使
命
感
を
持
ち
取
り
組
む
。

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。

広
報
を
含
む
事
後
対
応
を
訓
練
す
る

水
口
水
源
地
事
故
か
ら
学
ぶ
こ
と

Q
９
月
17
日
９
時
27
分
の
水

口
水
源
地
の
事
故
は
市
民
の
皆

様
の
節
水
協
力
も
あ
り
、
結
果

と
し
て
断
水
に
至
ら
ず
に
済
ん

だ
が
、
広
報
の
あ
り
方
な
ど
課

題
も
残
っ
た
。事
故
に
対
し
て
、

市
民
生
活
へ
の
対
応
は
。

水
道
部
長　
断
水
に
備
え
、
早

期
の
復
旧
に
努
め
る
と
と
も
に
、

即
座
に
給
水
の
準
備
に
入
っ
た
。
給
水
体
制
は
周
辺
市
町

の
応
援
や
職
員
の
出
役
、
病
院
や
工
業
団
地
へ
の
周
知
な

ど
多
方
面
に
対
応
し
た
。

Q
市
民
へ
の
広
報
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
。

危
機
統
括
監　
14
時
台
に
該
当
地
域
の
区
長
へ
の
連

絡
、
17
時
30
分
か
ら
広
報
車
や
音
声
端
末
、
屋
外
拡
声

器
等
で
、
節
水
協
力
等
を
呼
び
掛
け
た
。

Q
情
報
の
遅
れ
が
一
部
混
乱
を
招
い
た
。
企
業
等
へ

の
先
行
連
絡
や
給
水
車
の
存
在
等
が
、
不
確
定
な
情
報

流
出
に
繋
が
っ
た
。早
期
に
周
知
で
き
る
工
夫
が
必
要
。

危
機
統
括
監　
最
悪
を
想
定
し
た
準
備
情
報
ま
で
の

発
信
は
躊
躇
し
た
。
現
場
部
門
と
広
報
部
門
の
連
携
の

難
し
さ
を
痛
感
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
教
訓
と
し
て
職

員
の
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
実
践
的
訓

練
を
行
う
。

A Q

重
要
性
に
鑑
み
北
杣
橋
の
歩
道
拡
幅
で

杣
川
に
歩
行
者
専
用
橋
の
至
急
整
備
を

Q
児
童
の
安
全
な
通
学
確
保
の
た
め「
歩
車
分
離
」の

有
効
性
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

建
設
部
長　
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
歩
道
と
車

道
を
明
確
に
分
離
す
る

こ
と
は
大
変
重
要
。
市

の
道
路
整
備
基
本
計
画

に
則
り
、「
歩
車
分
離
」を

目
的
と
し
た
道
路
整
備

事
業
を
進
め
て
い
る
。

Q
貴
生
川
小
児
童
の
毎

日
の
通
学
は
危
険
と
隣

り
合
わ
せ
、
早
急
に
杣

川
に
歩
行
者
専
用
橋
の

整
備
を
。

市
長　
歩
行
者
専
用
橋
の
必
要
性
は
認
識
す
る
も
、

優
先
す
べ
き
他
路
線
整
備
も
あ
り
、
先
ず
は
北
杣
橋
歩

道
拡
幅
で
県
と
の
協
議
を
進
め
る
。

Q
甲
賀
市
の
魅
力「
水
、
緑
多
き
自
然
」を
守
る
た
め

率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
、
市
の
環
境
施
策
は
。

市
長　
恵
ま
れ
た
自
然
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

ま
ず
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
促
進
に
力
を
入
れ
る
と
と

も
に
、
他
資
源
の
活
用
に
先
進
事
例
や
専
門
的
な
見
地

か
ら
も
意
見
を
賜
わ
り
、
具
現
化
に
向
け
検
討
を
進
め

る
。 A Q

縮
小
と
充
実
の「
縮
充
」姿
勢
で
進
め
る

ス
ク
ラ
ッ
プ（
統
廃
合
）事
業
の
展
開
は

A Q

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

前向きなスクラップ事業（縮充）の一環として
　早期解体が待たれる「kafukaマイスター館」

登下校児童で混みあう北杣橋

水道送水管事故現場である、
水口第一水源地

志 誠 会

凛 風 会

志 誠 会

戎脇　　浩

田中　喜克

森田　久生
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
本
市
に
お
け
る
自
死
者
の
集
計
方
法
は
。

健
福
部
長　
提
出
さ
れ
た
届
か
ら
死
因
の「
自
殺
」を

集
計
。

Q
自
死
者
の
正
確
な
実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

訂
正
報
告
の
提
供
を
、
国
に
対
し
速
や
か
に
促
す
必
要

性
は
。

健
福
部
長　
県
等
を
通
じ
て
要
望
を
行
う
。

Q
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
認
証
を
受
け
な
い
こ

と
に
つ
い
て「
見
直
し
方
針
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度

中
に
推
進
協
議
会
や
議
会
に
説
明
す
る
」と
答
弁
さ
れ

た
が
。

危
機
統
括
監　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
報
告
が
遅
れ
て
い
る
。

来
年
１
月
に
協
議
会
開
催
を
調
整
中
で
、
そ
の
会
議
で
の

意
見
も
併
せ
て
議
会
に
し
っ
か
り
説
明
を
行
う
。

Q
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
認
証
を
受
け
な
い
こ

と
の
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
。

市
長　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
感

染
拡
大
に
伴
い
会
議
の
開
催
を

見
合
わ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

来
年
１
月
に
、
正
式
に
再
認
証

を
受
け
な
い
決
定
を
行
い
、
今

後
も
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
行
う
。

反
省
点
を
改
善
し
説
明
責
任
を
果
た
す

行
政
の
説
明
責
任
・
透
明
性
に
つ
い
て

A Q

処
理
炉
の
設
置
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る

も
み
殻
シ
リ
カ
で
農
家
所
得
増
を

Q
通
常
処
理
に
困
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
も
み
殻
を

適
切
に
燃
焼
さ
せ
生
成
す
る
も
み
殻
シ
リ
カ
を
販
売

し
、
稲
作
農
家
へ
所
得
と
し
て
還
元
で
き
な
い
か
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
建
材
も
作
れ
る
も
み
殻
シ
リ
カ
の

生
成
処
理
炉
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

産
経
部
長　
も
み
殻
シ
リ
カ
生
成
に
必
要
な
処
理
炉

の
設
置
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
て
採
算
が
合
わ
な
い
。

Q
甲
賀
忍
者
映
画
の
自
主
制
作
を
す
る
民
間
活
動
が

あ
る
。
市
と
し
て
、
こ
う
し
た
活
動
へ
ロ
ケ
情
報
や
エ

キ
ス
ト
ラ
紹
介
の
支
援
体
制
を
整
え
、
そ
の
窓
口
・
拠

点
を
リ
ア
ル
忍
者
館
に
設
置
し
、
時
代
劇
撮
影
の
聖
地

に
育
て
ら
れ
な
い
か
。

市
長　
ロ
ケ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
繋
が
る
取
り

組
み
と
し
て
、
ハ
ー

ド
面
の
整
備
は
困
難

だ
が
、
ロ
ケ
地
情
報

や
エ
キ
ス
ト
ラ
情
報

に
つ
い
て
は
、
よ
り

広
く
発
信
す
る
た
め

に
リ
ア
ル
忍
者
館
に

そ
の
機
能
を
持
た
せ

る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。 A Q

効
果
的
な
時
期
を
見
極
め
て
行
い
た
い

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
宣
言
を

Q
自
治
体
が
気
候
危
機
を
宣
言
す
る
こ
と
で
、
市
民

と
気
候
危
機
を
共
有
し
、
共
に
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
む
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
目
標
や
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
行
う
こ
と
の
考
え

は
。市

長　
こ
れ
ら
の
宣
言
を
表
明
す
る
こ
と
で
、
一
体

的
に
環
境
政
策
が
進
め
ら
れ
る
ほ
か
、
市
民
や
事
業
所

の
方
々
な
ど
の
関
心
を
高
め
、
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
「
排
出
実
質
ゼ
ロ
」
を
見
据
え
た
目
標
設
定
を
し
っ

か
り
と
定
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、「
宣
言
」
に
つ

い
て
は
、
効
果
的
な
時
期
を
見
極
め
て
行
い
た
い
。

Q
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
設
置
の
考
え
は
。

市
長　
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
が
、
設
置
場
所

や
費
用
、
維
持
・
管
理
方

法
な
ど
、
ま
た
安
全
面
の

確
保
を
検
討
し
た
上
で
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
ま
ず
は
、
既
存
施
設

を
有
効
活
用
し
、
安
全
・

安
心
に
練
習
が
で
き
る
場

所
を
確
保
で
き
る
か
検
討

す
る
。

A Q

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市で支援したい民間の忍者映画制作と発信

■基礎自治体のアカウンタビリティとは

結果責任 説明責任

行政が政策や
施策を実行し、
求められる結
果を達成する
責任

行政が政策や
施策の過程の
結果について
説明する責任

参考　日経XTECH

禁止ではなくできる方法を

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

無 所 属

無 所 属

凛 風 会

鵜飼　　勲

糸目　仁樹

谷永　兼二
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

見
直
し
に
向
け
て
庁
内
で
検
討
中

行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印
の
廃
止
は

Q
本
市
へ
提
出
さ
れ
る
申
請
書
等
の
押
印
の
見
直
し

は
。総

務
部
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
の
拡

大
防
止
視
点
も
あ
り
、
申
請
、
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
よ
る
快
適
性
、
利
便
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
全
庁

的
な
見
直
し
方
針
や
基
準
の
策
定
事
務
を
進
め
て
い

る
。

Q
市
内
で
農
業
後
継
者
が
い
る
農
家
は
何
人
か
。

産
経
部
長　
約
33
％
に
あ
た
る
６
２
９
世
帯
で
あ
る
。

Q
農
業
者
の
平
均
年
齢
は
。

産
経
部
長　
２
０
１
５
年
農
業
セ
ン
サ
ス
結
果
で
あ

る
が
66
・
２
歳
で
高
齢
化
が
進
展
し
て
き
て
い
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
食
料
自
給
率
の
現
状
は
。

産
経
部
長　
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
38
％
で
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
低
下
し
て
い
る
。
来
年
の
米
、
生
産
調
整
は
、
甲

賀
市
で
24
ヘ
ク
タ
ー
ル
増

加
す
る
。

Q
北
泉
地
域
の
防
犯
灯

設
置
対
策
は
。

市
環
部
長　

自
治
振
興

交
付
金
の
中
に
基
礎
交
付

金
が
含
ま
れ
、
自
治
振
興

会
や
住
民
の
皆
様
で
協
議

設
置
検
討
を
望
む
。

A Q

理
想
的
だ
が
給
付
と
負
担
の
均
衡
と
る

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
細
分
化

Q
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限
額
を
細
分
化
し
て

使
い
や
す
く
す
る
た
め
、
市
か
ら
国
に
提
案
募
集
方
式

で
提
案
し
て
は
。
ケ
ア
マ
ネ
業
務
に
Ａ
Ｉ
導
入
を
し
て

は
。市

長
・
健
福
部
長　
理
想
的
だ
が

給
付
と
負
担
の
均
衡
が
必
要
。
他

の
方
法
も
あ
る
。
提
案
募
集
方
式

は
検
討
。
Ａ
Ｉ
活
用
は
国
で
研
究

中
、
実
用
化
な
れ
ば
入
れ
る
。

Q
道
路
異
常
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
い
か
が
か
。

総
政
理
事　
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」で
の
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導

入
準
備
中
。
次
年
度
区
長
か
ら
活
用
、
そ
の
後
早
急
に

一
般
に
活
用
。

Q
野
洲
川
の
橋
の
橋
脚
に
量
水
標
を
設
置
し
て
は
。

電
柱
広
告
に
防
災
情
報
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
提
示
し
て

は
。建

設
部
長　
量
水
標
の
設
置
は
県
に
要
望
。
工
事
中

の
内
貴
橋
は
設
置
検
討
。
河
川
の
水
位
が
高
い
時
の
避

難
情
報
は
量
水
標
の
み
を
目
安
に
し
な
い
。
電
柱
広
告

は
研
究
す
る
。

Q
使
い
や
す
い
子
育
て
ア
プ
リ
を
導
入
し
て
は
。

こ
政
部
長　
こ
こ
ま
あ
ち
ね
っ
と
で
双
方
向
を
整
え

る
。 A Q

他
市
町
の
事
例
等
を
踏
ま
え
て
検
討

若
者
の
同
居
・
近
居
へ
経
済
的
補
助
を

Q
今
後
の
本
市
の
高
齢
者
介
護
・
子
育
て
環
境
の
さ
ら

な
る
充
実
に
向
け
て
、
若
者
の
市
内
同
居
・
近
居
定
住

促
進
の
た
め
に
経
済
的
補
助
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う

か
。総

政
部
長　
市
内
企
業
への
就
職
に
伴
う
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

支
援
等
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
企
業
の

意
見
や
他
市
町
の
事
例
を
踏
ま
え
て
、
検
討
す
る
。

Q
コ
ミ
バ
ス
の
「
わ
か
り
や
す
さ
」
の
取
り
組
み
は
。

建
設
部
長　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業
と
し
て
、

貴
生
川
駅
等
の
主
要
４
乗
降
場
に
待
ち
時
間
や
行
先
等

が
表
示
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
掲
示
板
等
を
導
入
す
る
予
定

だ
。

Q
市
内
Ｉ
Ｃ
付
近
の
物
流
企
業
団
地
整
備
に
つ
い
て
。

建
設
部
長　
「
名
神
名
阪
連
絡
道
路
」
構
想
の
実
現

で
、
一
層
期
待
さ
れ
る
地
域
で
あ
り
、
視
野
に
入
れ
て

検
討
を
行
う
。

Q
ジ
ビ
エ
料
理
の
確
立
等

で
、「
食
」
を
求
め
て
来
訪

し
て
も
ら
え
る
仕
組
み
づ

く
り
を
。

産
経
部
長　
獣
害
対
策
の

一
面
と
名
物
料
理
と
な
る

期
待
も
十
分
あ
り
、
関
係

者
と
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

A Q

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市内で提供されている『ぼたん鍋（猪鍋）』

防犯灯設置が望まれる北泉地域

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

凛 風 会

公 明 党

凛 風 会

田中　新人

堀　　郁子

西村　　慧
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

選
ば
れ
る
観
光
地
め
ざ
し
知
恵
を
出
す

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
観
光
を
問
う

Q
今
年
３
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ス

カ
ー
レ
ッ
ト
」の
放
映
が
終
わ
り
、
本
来
な
ら
観
光
客

で
賑
わ
う
は
ず
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
予
想

と
反
し
、
賑
わ
い
に
は
ほ
ど
遠
い
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
関
係
人
口
を
増
や
す
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
自
宅
と

は
別
に
、
地
方
な
ど
に
生
活
の
拠
点
を
構
え
る「
多
拠

点
居
住
」が
あ
る
。「
観
光
以
上
、
定
住
未
満
」で
あ
る
。

　
リ
ア
ル
忍
者
館
も
オ
ー
プ
ン
し
て
市
の
観
光
施
策
に

弾
み
が
つ
い
て
き
た
が
、
今
後
、
市
内
全
体
に
波
及
効

果
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

 

市
長　
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
レ
ガ
シ
ー
に
よ
る
盛
り
上
が

り
を
、
市
内
全
域
に

波
及
さ
せ
、
新
し
い

生
活
様
式
に
対
応
し

た
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
、
新
た
な
ロ

ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

な
ど
、
地
域
や
公
民

連
携
で
選
ば
れ
る
観

光
地
を
目
指
し
様
々

な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

A Q

早
急
に
整
備
を
進
め
て
い
く

土
山
公
民
館
洋
式
ト
イ
レ
化
の
実
現
を

Q
認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
あ

り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

地
域
で
の
理
解
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
医
療
体
制

拡
充
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

健
福
部
長　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を
展
開
し
、

地
域
で
の
理
解
を
広
げ
る
。
現
在
、
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
、
認
知
症
相
談
医
が

整
備
さ
れ
て
お
り
市
民
に
周
知
し
て
い
く
。

Q
土
山
中
央
公
民
館
の

洋
式
ト
イ
レ
整
備
が
進
ん

で
い
な
い
。
以
前
の
質
問

時
に
は
改
修
に
着
手
す
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
要

望
も
多
い
。
早
期
に
実
現

を
。

 

教
育
理
事　
工
事
の
具

体
化
を
図
り
、
早
急
に
整

備
を
進
め
て
い
く
。

Q
家
賃
な
ど
の
補
助
を
す
る
国
の「
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
」を
導
入
し
、
新
婚
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
。

 

総
政
部
長　
事
業
の
条
件
緩
和
も
さ
れ
る
と
聞
い
て

い
る
。
国
の
事
業
内
容
を
み
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

A Q

よ
り
便
利
な
暮
ら
し
へ
取
り
組
む

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
促
進
を

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
行
政
情

報
発
信
に
大
き
な
変
化
が

あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用

な
ど
の
進
展
に
期
待
と
不

安
が
続
く
。
情
報
手
段
の

今
後
の
改
革
方
針
は
。

 

総
政
理
事　
庁
内
業
務

で
は
、
端
末
を
順
次
導
入

定
着
し
、
幅
広
く
活
用
さ

れ
て
い
る
が
、
市
民
の

方
々
の
利
用
は
ま
だ
少
な
い
。
テ
レ
ワ
ー
ク
は
実
施
に

至
っ
て
い
な
い
。
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

Q
感
染
リ
ス
ク
回
避
で
の
利
点
と
欠
点
は
。

 

総
政
理
事　
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
は
移
動
の
時
間
と
コ

ス
ト
が
か
か
ら
ず
遠
方
と
の
打
ち
合
わ
せ
も
効
果
的
。

欠
点
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
。
便

利
だ
が
留
意
が
必
要
。
財
政
面
で
も
一
定
の
投
資
が
必

要
。

Q
市
民
に
と
っ
て
の
利
便
性
向
上
は
。

 

総
政
理
事　
高
齢
化
が
進
む
中
、
安
全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
。
効
果
的
で
質
の
高
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
に
向
け
、取
り
残
さ
れ
る
人
が
な
い
よ
う
、

機
器
活
用
支
援
事
業
・
人
材
確
保
等
に
取
り
組
む
。

A Q

市民への身近なオンライン化へ

忍者ファンに人気のリアル忍者館

土山中央公民館

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

公 明 党

日本共産党

凛 風 会

田中　將之

岡田　重美

橋本　律子
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

着
実
に
進
め
る
こ
と
は
変
更
な
い

学
校
再
編
計
画
は
変
更
に
な
っ
た
の
か

Q
最
近
動
き
が
無
く
、
地
域
の
た
め
が
最
優
先
さ
れ

て
、
計
画
の
本
来
の
目
的
を
見
失
っ
て
い
な
い
か
。

 

教
育
部
長　
計
画
は
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

よ
り
良
い
保
育
・
教
育
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
最
優

先
に
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
少
子
化
が
進
み
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
地
域
の
課
題

へ
の
対
応
も
含
め
て
部
局
横
断
的
に
着
実
に
進
め
て
い

く
。

Q
現
在
市
の
小
学
校
の
中
で
、
学
年
単
位
で
ク
ラ
ス

替
え
が
で
き
な
い
学
校
は
ど
の
程
度
か
。

 

教
育
部
長　
市
内
21
小
学
校
中
、
14
校
66
％
で
あ
る
。

Q
教
育
長
に
本
計
画
実
行
に
対
す
る
本
音
を
、
問
う
。

 

教
育
長　
再
編
計
画
に

つ
い
て
は
、
単
に
施
設

の
統
廃
合
の
み
を
目
的

と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

将
来
の
甲
賀
市
を
担
う

人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
全
市

の
取
り
組
み
と
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

A Q

今
で
き
る
改
善
は
速
や
か
に
進
め
る

道
の
駅
あ
い
の
土
山
の
営
業
力
強
化
を

Q
指
定
管
理
者
制
度
に
お
け
る
利
益
の
拡
大
は
。

 

総
務
理
事　
こ
の
制
度
は
、
公
の
施
設
の
目
標
を
民

間
活
力
を
生
か
し
達
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
売
上
や
利

益
の
増
加
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
望

ま
し
い
姿
で
あ
る
。

Q
国
道
１
号
線
の
ク
ル
マ
客
を
十
分
確
保
で
き
て
い

る
か
。

 

産
経
部
長　
新
名
神
の
開
通
後
、
交
通
量
は
減
っ
た

が
、
老
朽
化
し
た
誘
導
看
板
や
狭
い
駐
車
場
の
た
め
機

会
ロ
ス
が
あ
る
と
見
て
い
る
。

Q
市
と
し
て
営
業
強
化
に
資
す
る
業
務
は
。

 
産
経
部
長　
道
路
看
板
や
設
置
交
渉
、
観
光
バ
ス
の

乗
り
入
れ
誘
客
、
緊
急
を
要
す
る
施
設
補
修
な
ど
は
、

市
の
担
当
職
員
が
対
応
す
る
。

Q「
道
の
駅
」の
将
来
へ
の
取
り
組
み
は
。

 

副
市
長　
社
員
一
同「
道
の

駅
」の
目
的
に
沿
っ
て
日
々

頑
張
っ
て
い
る
が
、
施
設
の

老
朽
化
と
駐
車
場
も
狭
く
、

社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

な
い
の
で
、「
道
の
駅
あ
い

の
土
山
再
整
備
基
本
計
画
」

に
取
り
組
み
市
民
の
皆
様

の
期
待
に
応
え
て
い
く
。

A Q

令
和
３
年
度
末
に
意
見
集
約
を
行
う

市
民
参
画
・
協
働
推
進
検
討
委
員
会
は

Q
市
民
参
画
・
協
働
推
進
検
討
委
員
会
か
ら
自
治
振
興

会
と
区
、
自
治
会
、
学
区
区
長
会
等
の
役
割
の
明
確
化

等
の
指
摘
は
提
言
さ
れ
る
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
の
か
。

 

総
政
部
長　
検
討
委
員
会
の
協
議
前
か
ら
認
識
を
し
て

い
た
が
、
改
め
て
提
言
と
い
う
形
で
提
出
い
た
だ
い
た
。

Q
地
域
の
広
域
的
な
行
政
課
題
の
解
決
は
、
自
治
振

興
会
の
中
に
、
現
在
の
協
議
会
等
を
位
置
づ
け
て
、
同

意
権
や
情
報
発
信
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

副
市
長　
地
域
住
民
の
自
治
振
興
会
の
定
着
、
浸
透
を

図
って
い
く
中
で
そ
の
仕
組
み
の
構
築
を
検
討
す
る
。

Q
希
望
ケ
丘
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
動
き
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
か
。

 

総
政
部
長　
自
治
振
興
会
が
、
エ
リ
ア
内
の
全
戸
配

布
へ
の
文
書
配
布
や
行
政
情
報
の
提
供
等
住
民
自
治
の

確
立
を
目
指
す
モ
デ
ル
的
な
事
例
と
考
え
て
い
る
。

A Q

市唯一の道の駅「あいの土山」

希望ケ丘学区まちづくり協議会だより

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

３つの学区の児童が学ぶ土山小学校

凛 風 会

志 誠 会

凛 風 会

土山　定信

山中　修平

林田　久充



　年の暮れから初めにかけて、市内各地を
真っ白な雪が彩りました。外では子どもた
ちが、「雪だ
るま」づくり

など、元気に雪あそびを楽しん
でいました。令和3年もすべて
の市民の皆さんにとって、明る
く元気で健康な年でありますよ
うに。（写真撮影　西村　慧委員）

2021.2 20

 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
関
係
人
口
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

 

総
政
部
長　
「
関
係
人
口
」と
は
、
地
域
外
の
人
が
地

域
の
多
様
な
取
り
組
み
に
関
わ
る
人
々
の
こ
と
で
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
移
住
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
、
持
続
可

能
な
地
域
経
営
を
支
え
る
重
要
な
考
え
方
で
あ
る
。

Q
本
市
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
。

 

総
政
部
長　
様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
地
域
住
民
の

理
解
や
資
金
調
達
、
関
係
人
口
か
ら
定
住
人
口
へ
の
難

し
さ
に
あ
る
と
考
え
る
。

Q
甲
賀
市
で
活
動
す
る
若
者
を
増
や
し
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
に
、
総
務
省
の
関

係
人
口
創
出
拡
大
事
業
に

つ
い
て
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

 

総
政
部
長　
地
域
が
迎
え

入
れ
る
準
備
が
大
事
で
、

市
と
し
て
勉
強
会
開
催
や

基
盤
づ
く
り
、
パ
イ
プ
役

と
な
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
知
見
者
が
必
要
。

ま
ず
は
、
試
験
的
な
取
り

組
み
か
ら
始
め
る
こ
と
を

検
討
す
る
。

Q「
新
し
い
豊
か
さ
」の
イ
メ
ー
ジ
は
。

 

市
長　
今
般
の
コ
ロ
ナ

禍
で
、
他
の
人
と
比
較

が
で
き
る
物
質
的
な
豊

か
さ
か
ら
、
自
分
の
感

性
や
価
値
観
を
大
切
に

し
た
多
様
な
価
値
観
が

認
め
ら
れ
る「
新
し
い

豊
か
さ
」の
大
切
さ
を

多
く
の
方
が
気
づ
か
れ

た
と
考
え
る
。
本
市
は
、

豊
か
な
自
然
を
多
く
残

し
な
が
ら
も
、
大
都
市

へ
の
利
便
性
が
高
く
、 

文
化
芸
術
は
豊
か
で
、
多
く
の

産
業
も
育
み「
新
し
い
豊
か
さ
」を
享
受
で
き
る
地
域
資

源
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
新
し

い
豊
か
さ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

Q「
便
利
な
田
舎
暮
ら
し
」と
は
。

 

総
政
部
長　
県
下
で
最
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
い
、
自

然
豊
か
な
空
間
で
健
康
的
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
休
日
に

は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
外
食
な
ど
心
地
よ
い
贅
沢
な
時
間

や
空
間
を
生
か
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
考
え
る
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

「
新
し
い
豊
か
さ
」が
キ
ー
ワ
ー
ド

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
ま
ち
づ
く
り
Ⅱ

A Q

関
係
人
口
創
出
拡
大
事
業
を
検
討

関
係
人
口
を
増
や
す
に
は

A Q

県
に
一
元
的
・
総
合
的
な
整
備
求
め
る

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
市
独
自
の
取
り
組
み
を

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

市
独
自
の
検
査
体
制
、
市
立
の
医
療
機
関
、
介
護
・
福

祉
施
設
、
保
育
園
、
学
校
な
ど
集
団
感
染
の
リ
ス
ク
が

高
い
施
設
の
職
員
に
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
、

同
様
の
民
間
施
設
に
も
定
期
検
査
の
財
政
的
援
助
を
。

 

市
長　
県
の
一
元
的
・
総
合
的
な
整
備
が
望
ま
し
い
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
事
業
の
維
持
、
地
域
経
済
を
持

続
可
能
に
す
る
た
め
の
独
自
の
支
援
策
を
。

 

産
経
部
長　
事
業
者
に
必
要
な
支
援
策
を
精
査
す
る
。

Q
国
保
の
県
統
一
化
は
そ
も
そ
も
無
理
が
あ
り
、
実

態
に
即
し
た
対
応
方
針
を
県
に
示
す
こ
と
。

 

市
長　
納
付
金
算
定
に

意
見
を
述
べ
た
。

Q
国
保
税
の
子
ど
も
の

均
等
割
り
の
軽
減
措
置

を
。

 

市
長　
国
が
見
直
す
こ

と
が
第
一
。

Q
信
楽
高
原
鐵
道
に
高

齢
者
の
無
料
制
度
を
。

 

建
設
部
長　
他
の
福
祉

政
策
も
考
え
た
幅
広
い

検
討
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

A Q

市内某市民農園、中国語並記の案内文

総務省 HP から「関係人口とは」

信楽高原鐵道　信楽町勅旨の西恩寺付近

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

凛 風 会

志 誠 会

日本共産党

山中　善治

里見　　淳

小西喜代次



　年の暮れから初めにかけて、市内各地を
真っ白な雪が彩りました。外では子どもた
ちが、「雪だ
るま」づくり

など、元気に雪あそびを楽しん
でいました。令和3年もすべて
の市民の皆さんにとって、明る
く元気で健康な年でありますよ
うに。（写真撮影　西村　慧委員）
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

納車された救助工作車の披露

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

日
本
語
・
進
路
指
導
の
充
実
を
図
る

外
国
籍
児
童
生
徒
に
さ
ら
な
る
支
援
を

Q
外
国
籍
住
民
の
厳
し
い
生
活
状
況
へ
の
支
援
は
。

 

総
政
部
長　
言
葉
の
壁
を
超
え
る
丁
寧
な
対
応
と
市

民
と
し
て
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行

う
。

Q
将
来
を
担
う
外
国
籍
児
童
生
徒
に
十
分
な
教
育
を
。

 

教
育
部
長　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」た
め
に
個
別

対
応
や
就
学
案
内
、
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
に
よ
り
充
実

を
図
る
。

Q
社
会
教
育
は
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
で
あ

り
振
興
計
画
等
が
必
要
で
は
。

 

教
育
理
事　
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き

社
会
教
育
を
進
め
て
い
る
。

Q
オ
ー
ル
甲
賀
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
の
教
育
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
社
会
教
育
推
進
計
画
等
を
策
定
す

る
べ
き
で
は
。

 

教
育
長　
地
域
づ
く
り
、

家
庭
教
育
力
の
向
上
、
持

続
的
な
生
涯
学
習
社
会
の

実
現
に
向
け
て「
第
３
期

甲
賀
市
教
育
振
興
計
画
」

に
基
づ
き
、
社
会
教
育
、

生
涯
学
習
を
計
画
的
に
推

進
す
る
。

A Q 無 所 属
竹若　茂國

 訂正とお詫び
　11月1日付で発行いたしました前64号の記事で、以下の記述に誤りがあり
ましたので、訂正してお詫びいたします。
Ｐ11　特別委員会報告　議員政治倫理条例の制定年月の誤り
　訂正前「平成25年9月に制定しました」
　訂正後「平成30年12月に制定しました」
Ｐ12　総務常任委員会　市行政区の一部変更の記事の、地名の記述誤り
　訂正前「希望ヶ丘区」「希望ヶ丘本町区」「希望ヶ丘学区」
　訂正後「希望ケ丘区」「希望ケ丘本町区」「希望ケ丘学区」

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

3 月議会の予定
2月18日 9時30分～
本会議（第1日）議案上程・提案理由説明
3月2日 9時30分～
本会議（第2日）会派代表質問
3月4日 9時30分～
本会議（第3日）議案審議
3月8日 9時30分～
本会議（第4日）一般質問
3月9日 9時30分～
本会議（第5日）一般質問
3月10日 9時30分～
本会議（第6日）一般質問
3月11・12・15・16
　　17・18・19・22日
　　　 　９時30分～
各常任委員会
3月26日 9時30分～
本会議（第7日）最終日

2 月
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28

3 月
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

議
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

議
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

本
会
議
と
委
員
会
は
誰
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
第
５
回
甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会
臨
時
会

が
12
月
25
日
に
開
か
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
が
１
件
、
令
和
２

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
全
員
賛
成
で
可
決
、
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
引
き
下

げ
に
準
じ
て
、
広
域
行
政
組
合
職
員
の
一
時
金
を
０
・

05
％
引
き
下
げ
る
も
の
。
11
月
中
の
議
会
開
会
が
困
難

な
た
め
、
専
決
処
分
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

条
例
改
正
は
、
近
年
、
電
気
自
動
車
に
搭
載
さ
れ
る

電
池
の
大
容
量
化
に
伴
う
自
動
車
等
の
充
電
を
行
う
使

用
実
態
を
規
定
し
よ
う
す
る
も
の
で
す
。
山
岡
光
広
議

員
か
ら
現
施
設
数
や
火
災
予
防
上
の
リ
ス
ク
、
今
後
の

指
導
の
考
え
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

　

補
正
予
算
は
、
人

件
費
の
補
正
、
清
掃

手
数
料
収
入
の
減
、

地
方
債
の
補
正
、
契

約
額
の
確
定
に
よ
る

事
業
費
補
正
が
主
な

内
容
で
し
た
。
議
会

終
了
後
、
納
車
さ
れ

た
救
助
工
作
車
の
披

露
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算
等
可
決



議会だよりダイヘンシン !!

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
若
者
の
情
報
を
発
信
し
て

●
バ
ス
や
電
車
の
本
数
を
増
や
し
て
利
便
性
を
高
め
て
欲
し
い

●
道
路
を
き
れ
い
に
し
て
欲
し
い

●
遊
園
地
や
私
立
大
学
の
誘
致
を
し
て
、町
が
栄
え
た
ら
良
い

●
市
の
政
策
を
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
理
想
を
見
つ
つ
現
実
を
見
る
こ
と
が
大
切
。

●
た
く
さ
ん
の
疑
問
を
抱
え
て
意
見
を
出
せ
る
人
間
に
な
り
た
い
。

●
議
員
目
線
の
意
見
を
直
接
聞
け
て
よ
か
っ
た
。一
市
民
の
見
方
や

考
え
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

●
議
会
に
つ
い
て
し
っ
か
り
学
べ
た
。

私
た
ち
の
声

ち
ょ
っ
と
き
い
て
よ

水口
高校編

文字数を減らし、イラスト多くしては
子どもや中高生向けの
記事をのせては

赤ちゃんが生まれました！
などの記事をのせて、子育てに
力を入れていることをのせては

街の写真や景色を
増やしては

学校に配ったら 少し注目して
いこうかな

読む気にならない大きな理由は
書いていることが難しく、わからない

言葉の意味をのせたら

議会だよりに目を
向けていきたい

　昨年より始まった高校生の方に議会だよりについてのご意見を聞かせていただく、高校生モニ
ター会議（通称・高モニ会議）パートⅡを開催しました。
今回も、高校生の方の斬新なアイデア、するどい意見、真剣な表情に、広報担当
議員みんなが感動し、刺激を受けました。
高モニ会議の様子をご紹介します。

　今回の高モニ会議は、密を避
け、議員も半数はオンラインで
参加など、工夫して開催しまし
た。水口高校生徒会の皆さんが、
事前学習を行っていただいたり、
甲賀市を理想的な街にとのご意
見に、こちらもはっとさせられ
ました。水口高校生徒会の皆さ
ん、ありがとうございました。

意  

見
発  

見
議会だより

どんなのがいい？

知らなかった　16人

読んだことがなかった　６人

どんな議員がいるか　　　　　知っている４人  

いつ議会が行われているか　　知っている２人  

市議会の議場がどこにあるか　知っている７人  

市議会だよりについて

市議会のことについて

どんなメディアから情報を得ていますか？ ＳＮＳで使っているものは？

新聞 ２

テレビ 17

ラジオ １

雑誌 ０

フリーペーパー ０

インターネット 11

ＳＮＳ 16

その他 ０

ＬＩＮＥ 24

インスタグラム 23

その他 ０

フェイスブック １

ツイッター 15

アンケート結果 水口高生27人に聞きました。

水口高校の
みなさん

高モニ会議パートⅡ
トイレの改修

水口高校生徒会の
活動紹介

生徒会の皆さんでトイレ
改修のデザインをされま
した。
テ ー マ は ジ ェ ン ダ ー フ
リー。
美術部と連携し、男女差を
出さず、区別がわかるよう
なトイレマーク。
床や壁材の選びから、木目
調のドアにいたるまで、あ
たたかみのあるデザイン。
色もジェンダーフリーに
されたそうです。

楽しみ
ですね！

オンライ
ン
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議会だよりダイヘンシン !!

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
若
者
の
情
報
を
発
信
し
て

●
バ
ス
や
電
車
の
本
数
を
増
や
し
て
利
便
性
を
高
め
て
欲
し
い

●
道
路
を
き
れ
い
に
し
て
欲
し
い

●
遊
園
地
や
私
立
大
学
の
誘
致
を
し
て
、町
が
栄
え
た
ら
良
い

●
市
の
政
策
を
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
理
想
を
見
つ
つ
現
実
を
見
る
こ
と
が
大
切
。

●
た
く
さ
ん
の
疑
問
を
抱
え
て
意
見
を
出
せ
る
人
間
に
な
り
た
い
。

●
議
員
目
線
の
意
見
を
直
接
聞
け
て
よ
か
っ
た
。一
市
民
の
見
方
や

考
え
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

●
議
会
に
つ
い
て
し
っ
か
り
学
べ
た
。

私
た
ち
の
声

ち
ょ
っ
と
き
い
て
よ

水口
高校編

文字数を減らし、イラスト多くしては
子どもや中高生向けの
記事をのせては

赤ちゃんが生まれました！
などの記事をのせて、子育てに
力を入れていることをのせては

街の写真や景色を
増やしては

学校に配ったら 少し注目して
いこうかな

読む気にならない大きな理由は
書いていることが難しく、わからない

言葉の意味をのせたら

議会だよりに目を
向けていきたい

　昨年より始まった高校生の方に議会だよりについてのご意見を聞かせていただく、高校生モニ
ター会議（通称・高モニ会議）パートⅡを開催しました。
今回も、高校生の方の斬新なアイデア、するどい意見、真剣な表情に、広報担当
議員みんなが感動し、刺激を受けました。
高モニ会議の様子をご紹介します。

　今回の高モニ会議は、密を避
け、議員も半数はオンラインで
参加など、工夫して開催しまし
た。水口高校生徒会の皆さんが、
事前学習を行っていただいたり、
甲賀市を理想的な街にとのご意
見に、こちらもはっとさせられ
ました。水口高校生徒会の皆さ
ん、ありがとうございました。

意  

見
発  

見
議会だより

どんなのがいい？

知らなかった　16人

読んだことがなかった　６人

どんな議員がいるか　　　　　知っている４人  

いつ議会が行われているか　　知っている２人  

市議会の議場がどこにあるか　知っている７人  

市議会だよりについて

市議会のことについて

どんなメディアから情報を得ていますか？ ＳＮＳで使っているものは？

新聞 ２

テレビ 17

ラジオ １

雑誌 ０

フリーペーパー ０

インターネット 11

ＳＮＳ 16

その他 ０

ＬＩＮＥ 24

インスタグラム 23

その他 ０

フェイスブック １

ツイッター 15

アンケート結果 水口高生27人に聞きました。

水口高校の
みなさん

高モニ会議パートⅡ
トイレの改修

水口高校生徒会の
活動紹介

生徒会の皆さんでトイレ
改修のデザインをされま
した。
テ ー マ は ジ ェ ン ダ ー フ
リー。
美術部と連携し、男女差を
出さず、区別がわかるよう
なトイレマーク。
床や壁材の選びから、木目
調のドアにいたるまで、あ
たたかみのあるデザイン。
色もジェンダーフリーに
されたそうです。

楽しみ
ですね！

オンライ
ン
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市民の
みなさんに市議会

議員を身近に感じてい
ただきたいとのおもいか
ら、議席番号順に全議員
をクローズアップし
ていきます。

▼木枯らしが吹きすさぶ頃となりました。「議会で何を議論しているのか」「議員は何をしてい
るのか」全てをお伝えすることはできていませんが、議会としても、工夫しながら「伝える」努

力を重ねていく必要があります。 ▼今回は、水口高校の生徒会の皆さんとオンラインで高校生の視点から将来の甲賀
市について意見交換を行いました。明るく元気な皆さんと交流ができ、広報委員としても大変有意義な時間でした。

▼コロナ禍の中、巣ごもり状態で自分を見つめる時間が増えています。今現在、厳しい状況は続いていますが、心だ
けでも、周りを思いやる温かみを持ち過ごしていきたいと思います。　　　　　　（広報特別委員長　田中　新人）

編集後記

市議会議員紹介

vol.11

あなたとつなぐ

水口町在住田　中　新　人
　　 た　　　　　なか　　あら　　  と

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

国内、海外研修で学び議員になり市役所と地域のパイプ役になろうと思いました。

地域のために活動する人たちと一緒に、自分自身も成長することができました。

市民目線に立って身近な議会、開かれた議会の実現を目指しています。

市民の皆様の声を十分にお聞きし、市政の発展に尽くして参ります。

参勤交代で対岸の渡し場の目印として東海道随一の規模を誇る横田渡常夜灯。

西　村　　　慧 甲南町在住
　　にし　　　　むら　　　　　   けい

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

全世代が住みよく活気ある甲賀とする為、責任を持って「若者の声」を届ける。

「執行機関のチェック」と「政策の提案」において、言動に対する責任の重み。

現状の課題解決はもちろんのこと、その先の未来を見据えて行動する。

結果だけでなく、原因や過程を踏まえて、一つひとつと向き合う。

江戸時代からの建造物「寺庄六角堂」。春を彩る「鮎河千本桜(うぐい川)」。

土山町在住土　山　定　信
  つち　　やま　　さだ　　のぶ

先輩議員から強い要請があり、私は皆さんの立場を代弁できると。

皆さんが政治離れしているようで、恐怖を感じます。

採決は皆さんの意思決定の代理の１議席であると意識している。

どうしても皆さんに伝えたいことは「さだのぶ新聞」に。

市道で山女原を通過して県境から、徒歩で少し登ると、伊勢湾の船が見えます。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？
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